
編 　  修 　  趣 　  意 　  書
（ 教 育 基 本 法 と の 対 照 表 ）

※受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

104 − 152 小学校 算　数 算　数 ５　年
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

116　日文 算数　522 小学算数５

1. 編修の基本方針

―子どもたちの「確かな資質・能力」をはぐくむ算数の学び―
数学的な見方・考え方を働かせた

「わかる・できる・つなげる・いかす」数学的活動の充実により

「確かな資質・能力」が育つように…

私たちはこの教科書が、そのたすけとなることを心から願って編修しました。

1 2 3
筋道立てて考え表現
するための学び方を
はっきり示します

生活や学習の
基盤となる算数の礎を
きっちり築き上げます

算数の楽しさやよさを
しっかり

感じられるようにします

主体的・対話的で
深い学びの実現

基礎的・基本的な力の
確実な定着

生活や学習への
活用場面の充実

基本方針 基本方針 基本方針

自分で考え、
みんなで

学び合うことを
楽しめる

たしかな
基礎力が

自信につながる

身近に
算数を感じ、
幅広くいかす
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筋道立てて考え表現するための学び方をはっきり示します
主体的・対話的で深い学びの実現

基本方針 1

　巻頭の折込みを開くと目に飛び込んでくるのは黒板の問題に取り組む子どもたち。
　なんだか楽しそう、これから始まる算数の学習が楽しみだ、と期待がもてるオープニングです。
　この巻頭は、問題解決型の算数の学び方を具体的な問題とともに示し、算数の学習の進め方がわかるようになっ
ています。さらにノートの書き方も例示し、算数の学習へと導く役割を果たします。 

　子どもたちが主体的に学習を進められるように、毎時間に
「めあて」と「まとめ」を設け、その時間の学習の流れがわかる
ようにしました。先生方の授業づくりの参考にもしていただけます。
また、子どもたちの自宅学習のサポートにもなります。

　「めあて」の近くには、見通しを立てたり、筋道立てて考えたり
するための着眼点を「見方・考え方」として配置するように
しました。ただ答えを求めるだけでなく、数学的な見方・
考え方を働かせることを意識することによって、いっそう学びが
深まります。
　上段には汎用的な見方・考え方、下段には各場面に応じた具
体的な視点を示しています。

算数の学び方をていねいに示しています1

「めあて」と「まとめ」で学習過程を可視化します2

「見方・考え方」で筋道立てて考えられます3

（p.6〜7）

（p.2、p.4〜5）

（p.26）

  　どんな問題かな1

  　考えよう2

  　学び合おう3
  　ふり返ろう4
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　単元で学習した基
礎的・基本的な内容
を確認します。
　一部の問題では、
単元の内容を用いて
理由や方法を説明す
る記述式問題を扱い、
数学的な思考力や表
現力を伸ばすように
しています。

　子どもたちがつま
ずきやすい内容を再
度取り上げ、きちん
と定着・確認できる
ようにしています。

　単元で培った「見
方・考え方」をもう
一度取り上げます。

まちがいやすい
問題

見方・考え方を
みがこう

生活や学習の基盤となる算数の礎をきっちり築き上げます
基礎的・基本的な力の確実な定着

基本方針 2
学習内容をくり返し取り上げて定着をはかります1

「次の学習のために」　既習内容を復習できます2

「学習をたしかに」　苦手の克服と基本の確認をはかります3

　各単元の学習は、「次の学習のために」での既習事項の復習から始まって、本単元内できっちり学習、
単元末の「学習をたしかに」で確認、と着実に学習を進めていきます。さらに学期・学年末には「復習」、
「５年の復習」でもう一度確認する機会を設け、学習内容の定着をはかります。

　「わかっているかな」と「たしかめよう」からなる「学習をたしかに」を単元末に設置しました。子どものつ
まずきや見方・考え方の成長を意識した内容で構成しています。

　「次の学習のために」では、次の単元に関連した既習事項を確認する
ことができます。基礎的・基本的な知識や技能の習得だけでなく、学習
の根底となる思考力・判断力・表現力も確かめられるようにしています。
　また、各問題には、どの学年のどの単元で学習した内容かを示してい
ます。

（p.211） （p.219） （p.224〜225） （p.196） （p.260）

（p.173）

次の学習のために 本単元内 学習をたしかに

学習をたしかに

わかっているかな たしかめよう

学期 / 学年末の復習

　単元末に子どもたちの振り返りの言葉を入れ、
主体的に学習に取り組む態度を示しています。

（p.239〜240）

-- 3 --



図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

巻　頭
◦�「さあ、算数の学習をはじめよう！」や「教科書の使い方」などでは、算
数の学習の進め方を知らせ、真理を求める学習態度が育てられるようにし
ています。（第１号、第２号）

p.2〜10

本　編

◦�「整数の性質」では、他教科（体育科）と関連深い題材を取り上げ、幅広
い知識が身に付くようにしています。（第１号）
◦�「平均」では、他教科（理科）と関連深い題材を取り上げ、幅広い知識が
身に付くようにしています。（第１号）
◦�子どもの考えを表現する場面や活動する場面では、男女の平等に配慮し、
男女区別のない役割を意識した場面を提示し、公平な立場で他者と接する
ようにしています。（第３号）
◦�動植物に関する題材や、環境・防災教育につながる題材を通して、生命を
尊ぶ精神や、環境保全・防災に寄与する態度が養えるようにしています。
（第４号）

p.95〜96

p.129

p.23〜25
p.184〜186

p.141〜142
p.238

自分で みんなで
◦�問題解決の過程において、自分の考えを表現したり、他者と協働して取り
組んだり、数学的な妥当性を考察したりする場面を例示することにより、
自他の敬愛と協力を重んじることを大切にしています。（第２号、第３号）

p.83〜85
p.133〜135

使ってみよう ◦�学習したことを身の回りで活用する活動を取り上げ、算数と生活との関連
が実感できるようにしています。（第２号）

p.29、249

なるほど算数
◦�先人たちが培ってきた算数に対する努力にも関心が持てるような話題を掲
載し、我が国の伝統・文化に親しみ、それを大切にする気持ちが持てるよ
うに配慮しています。（第５号）

p.172、191

巻　末
◦�「算数マイトライ」では、一人ひとりの子どもの学習状況に幅広く柔軟に
対応できるような題材を集め、子どもの主体性を重視し、自主及び自律の
精神が養えるように配慮しています。（第２号）

p.265以降

算数の楽しさやよさをしっかり感じられるようにします
生活や学習への活用場面の充実

基本方針 3

　学習したことを日常生活と結びつけて、活動を通した学びを進めることで、
算数を身近に感じることができます。体を動かして算数を感じることは、算数
に苦手意識のある子どもにも楽しい時間となるでしょう。

　家庭学習や学校での予備時間などに利用できる題材を豊富に用意し、個に応
じ、個を伸ばす学習の充実をはかりました。

　単元の練習問題からつながる基礎・基本を確かめる問題。難易度別構成なの
で習熟度別学習指導等のきめ細かな指導にも利用できます。

　　　　　　　　　 
　じっくり考えて取り組みたい問題、ちょっと手応えがあり数学的な面白さを
感得できる問題を多数取り上げ、算数が得意な子どもや、もっと学習したい子
どもにも対応できるようにしています。

しっかりチェック

ぐっとチャレンジ もっとジャンプ

2. 対照表

「使ってみよう」で日常生活に算数をいかします1

「算数マイトライ」は個に応じた学習内容を提供します2

（p.265）

（p.29）
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3. 上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

●　カラーユニバーサルデザインに配慮しました
　図形に使う色数を抑える、グラフの色は見分けやすい色にするなど誰にとってもわかりやすい図版、目にや
さしい色づかいになるよう配慮しました。

●　全ページユニバーサルデザインフォント（UDフォント）を使用しています
　視認性の高いUDフォントを教科書体にもゴシック体にも採用しました。また、極力色文字を使わないよう
にしています。

●　文節で改行しているので、文意がとりやすくなっています
●　当該学年以上の漢字にページ初出ごとにルビを振りました

だれもが見やすく使いやすい紙面への配慮1

　男子、女子などの性による服装や役割の固定化がないように配慮しました。
また、協働の場面では、性別に関係なく、みんなで協力している姿を表現し
ました。

人権上の配慮2

●　SDGsとの関連
　「算数ジャンプ」や「算数マイトライ」では、SDGsを意識した問題を
取り入れました。

●　防災教育との関連
　防災・減災への意識を高める題材を取り上げています。

●　道徳教育との関連
　問題解決の場面では、他者の多様な考えを尊重し、話し合いを通してよ
りよい考えを作り上げる展開を重視して、道徳性の育成に配慮しています。

今日的課題への取り組み3

●　デジタルコンテンツ
　理解を深めるための動画・アニメーションや自分で操作できるコンテン
ツ、計算ドリルや問題のヒント表示など、さまざまな種類のデジタルコン
テンツを数多く用意しました。二次元コードで簡単にアクセスできます。

●　プログラミング教育
　プログラミング的思考について、プログラミングと日常生活を結びつけ
て取り組むことのできるページ「レッツ プログラミング」を設けました。

●　デジタル教科書、教材を発行します

ICTの活用4

●　スピン（しおりのひも）
　教科担任制で、教科担任の先生と学級担任の先生が授業の進度を共有で
きるように、スピンをつけました。

●　小中連携を見据え、年間を見通した学習ができるように合冊にしました

造本上の工夫5

　各時間の要点や板書例、評価規準などを掲載する朱書編、指導案や単元の解説を掲載する研究編、評価問題や
ワークシートなどを収めた資料編、デジタルデータ集などからなる教師用指導書を発行し、日々の授業をサポー
トします。

先生方の教材研究、授業準備の支援6

（p.254）

（p.258）
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編 　  修 　  趣 　  意 　  書
（ 学 習 指 導 要 領 と の 対 照 表 、 配 当 授 業 時 数 表 ）

※受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

104 − 152 小学校 算　数 算　数 ５　年
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

116　日文 算数　522 小学算数５

1. 編修上特に意を用いた点や特色

自分で考え、みんなで学び合うことを楽しめる1

　「自分で みんなで」は、問題解決型の学習過程を具体的に示すページです。各ページの側注に学習のステップ
を示すことで、「子どもによる主体的な算数の学び」を実現できるようにしています。また３ページにわたる黒
板の図は、板書例としてもご利用いただけます。

　巻末の付録、切り離して使える「学び方ガイド」は、
問題解決型の学習過程と学習を進める際の着眼点を
コンパクトにまとめて
います。算数の学習を
進めるための手がかり
として使え、教科書内
の「めあて」「まとめ」
と合わせて使うことで、
学習過程をより明確に
できます。

　算数で使いたい見方・考え方を、巻末の「学び方ガ
イド」の裏面にカルタのように並べました。
　いつでも参照するこ
とができるので、数学
的な着眼点に気づき、
思考力・表現力を身に
つけるのに役立ちます。
　なお、各カードの右
上には、帰納、演繹など、
指導者や保護者向けの
観点も示しています。

「自分で みんなで」で、学習の流れをナビゲートします1

学習過程を明確にします2 思考力・表現力が育ちます3

「学び方ガイド」（巻末付録） 算数で使いたい見方・考え方（巻末付録）

（p.133） （p.134〜135）

  　どんな問題かな1

  　考えよう2

  　学び合おう3   　ふり返ろう4

-- 1 --



たしかな基礎力が自信につながる2

　新しい単元に向けての予習・復習か、今日学習した内容の練習や確認か、もう少し手応えのある問題や今日的な
課題に関連する応用的な問題に取り組みたいか……。理解度、学習の目的に合わせてさまざまなジャンル・難易度
の問題を掲載しました。

　教科書紙面にある二次元コードを読み取って、
ウェブ上のさまざまなデジタルコンテンツをご利用
いただけます。主体的に学習したいという気持ちを
サポートしました。

●　自分で答え合わせができます
　「次の学習のために」に対応するコンテンツで
は、各問のヒントと答えが表示されるので、予習・
復習、自宅学習に役立ちます。

●　同じ型の計算問題に取り組めます
　教科書で学習した練習問題と同じ型の計算問題の
ドリルに取り組めます。採点機能がついているので
自分で理解度がはかれます。

自分に合った問題で基礎力をよりたしかにできます1

ICTで学習を助けます2

　５年、６年の教科書は合本構成にして、１年間を
見通した学習ができるように配慮しました。
　また、高学年での教科担任制をふまえ、教科担任
の先生と学級担任の先生が授業の進度を共有できる
ように、スピン（しおりのひも）をつけました。こ
のスピンは子どもたちにとっても、教科書のどこを
学習しているかが一目でわかる有効なツールとなる
ことでしょう。

　中学校数学との円
滑な接続を目指して、
特に必要と思われる
単元には中学接続
マークをつけ、スパ
イラルに学習する意
識を持たせました。

●　中学接続マーク

教科担任制・小中連携を意識しました3

デジタルコンテンツの例（小数のわり算のドリル）

単元前

単元末

単元の
練習問題

他教科との関連や今日的課題を取り上げた問題

本単元

学期末・学年末

巻末・算数マイトライ

（p.75）
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身近に算数を感じ、幅広くいかす3

　新しい単元に取り組む際の学習への素地づ
くりとして、身の回りの事象や既習事項、物
を操作して考える内容などを題材に、ストー
リー性やビジュアル性のある導入ページを用
意しました。
　単元での学習の課題を自ら見つけて意欲的
に取り組める、数学的な問題発見・解決の過
程を重視した単元構成になっています。

　より実感的に算数を学習して算数の楽しさやよさを感じられるようにするた
め、作業的・体験的な活動や学習したことを実際場面に活用する活動の充実を
図っています。ここでは、どのように活動を行うのかを具体的に示すとともに、
手順や準備物を掲載して、活動への意欲を高め、進んで生活にいかそうとする
態度が身に付くようにしています。

　与えられたデータを表やグラフに表したり
よみ取ったりするだけでなく、身の回りの事
象について、適切な表やグラフを用いて表現
したり観察したりする活動も取り上げていま
す。

　その単元に関連した、算数に関する豆知識
的なコラムです。算数にもつながる数学界の
偉人や伝統的な和算の紹介など、授業とは違
う視点から、算数の世界が広がります。

身近な疑問や今までの学習が課題の発見を促します1

日常生活と算数をつなげます2

算数の世界がもっと広がります3

単元アプローチ

使ってみよう

　これまでに身に付けた知識・技能、数学的な思考力・表現力を用いて取り組
める探究的な問題を取り上げています。SDGsや防災などの今日的な課題や、
他教科とのつながりを意識した題材を用いて、算数のよさやおもしろさを味わ
い、数理的処理のすばらしさを実感できることをねらいとしています。

算数ジャンプ

「Ｄデータの活用」領域の教材

なるほど算数

（p.108） （p.132）

（p.254）

（p.238）（p.228）
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教育基本法の遵守

◦�教育基本法第２条に示された教育の目標を達成するため、次の３点を柱に編修しました。
①筋道立てて考え表現するための学び方をはっきり示す。
②生活や学習の基盤となる算数の礎をきっちり築き上げる。
③算数の楽しさやよさをしっかり感じさせる。

学習指導要領の遵守 ◦�学習指導要領に示された算数科の目標達成を目指し、数学的な見方・考え方を働かせた数
学的活動を通した学習となるようにしました。

主体的・対話的で
深い学びの実現

◦�巻頭の「さあ、算数の学習をはじめよう！」で、学習の流れをわかりやすく示しました。
子どもの学習意欲の喚起と主体的な学びを促すようにしています。さらに「算数ノートを
つくろう」では、学びの過程の記述方法を紹介して言語活動を促しています。（p.2〜7）
◦�単元アプローチでは、日常生活や既習事項を使って「おや？」と思う場面を設定し、課題
発見につながるようにしました。子どもが興味・関心をもてる素材を選定しています。
（p.70など）
◦�「自分で みんなで」では、問題解決の過程で自分の考えを表現したり、他者と協働して
取り組んだりする場面を例示しました。（p.23〜25など）

基礎的・基本的な力の
育成・定着

◦�大切な学習内容は繰り返し学習できるように構成しました。単元前の「次の学習のために」、
「本単元」、単元末の「学習をたしかに」、学期ごとの「復習」「５年の復習」を通して、
基礎的・基本的な知識や技能の習得・定着を図ります。
◦�各単元とも単元末に「まちがいやすい問題」を設け、つまずきやすい内容をもう一度ふり
返り、知識・技能が確実に定着するようにしました。（p.66など）

学びの系統性

◦�「次の学習のために」では、新しい単元での学習内容と関連の深い既習事項を確認できる
ようにしました。各問題には学年と学習した内容を明示し、関連を明確にしました。
◦�学期末、学年末の「復習」では、各単元で出てきた「見方・考え方」を統合的に見つめな
おし、今後の学習にもいかそうとする態度を養う問題を設定しました。（p.90など）

知識・技能の習得

◦�各時間に「めあて」と「まとめ」を明示し、学習の流れをわかりやすくしました。
◦�「倍」に関する内容を単元化し、３年から６年まで系統立てて配置しました。（p.192〜
195）
◦�巻末に「４年までに学習したこと」を設け、今までに学んだ知識・技能をいつでもふり返
れるようにしました。（p.308〜311）

思考力・判断力・
表現力の育成

◦�単元内の随所に数学的な「見方・考え方」を提示し、数学的に思考・判断・表現する力が
育つようにしました。（p.237など）さらに単元末の「見方・考え方をみがこう」でも、
もう一度ふり返る問題を設けました。（p.239など）
◦�子どもの発言などを用いて、問題解決の方法の見通しを立てたり、結果の見積もりを行っ
たりしながら学習を進めていくようにしました。（p.45など）
◦�「学習をたしかに」では各単元の内容、「算数ジャンプ」では複数の単元や領域を結びつ
けた内容を用いて、理由や方法などを説明する記述式の問題を扱いました。（p.120〜121
など）

主体的に
学習に取り組む態度の

育成

◦�算数の楽しさやよさを感じられるように、「使ってみよう」では作業的・体験的な活動や、
学習したことを実際の場面に活用する活動の充実を図っています。（p.249など）
◦�単元末にふり返りのコーナーを設け、単元で身についた知識・技能やこれから学びたいこ
とを子どもの言葉を通して伝えています。

個別最適化への対応

◦�巻末「算数マイトライ」は、習得・活用・探究を意識した教材を豊富に用意し、また答え
を掲載しているので、習熟に応じた自学自習も可能となっています。（p.265〜307）
◦�巻末「算数マイトライ」の「しっかりチェック」を、理解の段階に応じて問題が選択でき
るよう、難易度別に配列しました。（p.266〜279）
◦�ドリルなど、自分で学習できるデジタルコンテンツを豊富に用意しました。

保幼小連携、
小中接続への配慮

◦�教科担任制をふまえ、教科担任の先生と学級担任の先生が授業の進度を共有できるように、
スピン（しおりのひも）をつけました。
◦�合本構成にして１年間を見通した学習ができるように配慮しました。中学校数学と同じ本
のつくりにすることで、小中接続を意識することも可能となります。
◦�小・中学校間の円滑な接続を目指して、高学年で特に必要と思われる単元には中学接続マー
クをつけ、スパイラルに学習する意識を持たせました。また６年では、数学に簡単に触れ
るページを設けました。

2. 観点別教科書の特色表
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教育のICT化へ
の取り組み

◦�全学年の巻末に「レッツ プログラミング」のページを設け、プログラミング的思考を養
うための教材を用意しました。（p.258〜259）
◦�教科書紙面に二次元コードを配置し、それを読み取ることでさまざまなデジタルコンテン
ツにアクセスすることができます。
◦�指導者用デジタル教科書（教材）、学習者用デジタル教科書や教材も発行します。

特別支援教育、
ユニバーサルデザイン

への対応

◦�図形の色を統一し、色文字の使用を抑えて読みやすい落ち着きのある紙面にしました。
◦�可読性の高いユニバーサルデザインフォントを全面的に使用しています。
◦�当該学年以上の配当漢字には、ページ初出で振り仮名をつけました。

今日的な課題への
取り組み

◦�SDGsに関連する、米の供給、海洋ごみなどを題材にした問題を「算数ジャンプ」に設け
ました。（p.252〜255）
◦�防災に関する問題を取り上げています。（p.238）

道徳教育、他教科との
関連

◦�道徳科と関連として「自分でみんなで」では、自分の考えを説明したり友だちの発表をき
いて話し合ったりする場面を具体的に示し、互いを尊重し理解する態度を示しました。
◦�都道府県の人口密度、ジュースの分け方、シュートの入る割合など、社会科、家庭科、体
育科などの他教科と関連した題材を取り上げています。（p.137など）

伝統文化・国際理解への
取り組み

◦�和算や尺貫法、六角返しなど、日本の伝統文化に関する題材を取り扱っています。（p.172
など）
◦�外国の通貨の単位に関する問題、さくいんの英語併記など、国際的に視野の広がる内容を
取り上げました。（p.280など）

判型、印刷、製本
◦�Ｂ５判で、本文用紙に軽量化した再生紙を使用して、教科書の軽量化に努めました。
◦�表紙は表面加工を施し、耐水性や堅牢性を考慮しています。
◦�植物油インクを用いて印刷し、堅牢なあじろ綴じ製本で開きやすくしています。

配当
時数 単元名 学習指導要領・内容名 該当

箇所
1 さあ、算数の学習をはじめよう！ 第 ４学年の内容 2〜 7
4 1 　数のしくみを調べよう A（ 2）ア（ｱ）イ（ｱ） 11〜16
11 2 　直方体や立方体のかさを表そう B（ 4）ア（ｱ）（ｲ）イ（ｱ） 17〜31

5
3 　�ともなって変わる ２つの量の関係を調べよ
う

A（ 6）ア（ｱ）イ（ｱ）C（ 1）ア（ｱ）イ（ｱ） 32〜38

12 4 　小数をかける計算のしかたを考えよう A（ 3）ア（ｱ）（ｲ）（ｳ）イ（ｱ） 39〜52
12 5 　小数でわる計算のしかたを考えよう A（ 3）ア（ｱ）（ｲ）（ｳ）イ（ｱ） 53〜67
1 どんな計算になるか考えよう A（ 3）ア（ｱ）（ｲ） 68
14 6 　ぴったり重なる形と図形の角を調べよう B（ 1）ア（ｱ）（ｲ）イ（ｱ）内容の取扱い（ 2） 69〜89
1 復習 A〜C 90〜92
10 7 　整数の性質を調べよう A（ 1）ア（ｱ）（ｲ）イ（ｱ）内容の取扱い（ 1） 93〜106
11 8 　分数の計算のしかたを考えよう A（ 4）ア（ｳ）（ｴ）イ（ｱ）A（ 5）ア（ｱ）イ（ｱ） 107〜119
1 算数ジャンプ A〜C 120〜121
4 9 　ならした大きさで表そう D（ 2）ア（ｱ）イ（ｱ） 123〜129
13 10　こみぐあいなどの比べ方を考えよう C（ 2）ア（ｱ）イ（ｱ） 131〜148
14 11　面積の求め方を考えよう B（ 3）ア（ｱ）イ（ｱ） 149〜171
12 12　円をくわしく調べよう B（ 1）ア（ｲ）（ｳ）（ｴ）イ（ｱ）内容の取扱い（ 3） 173〜190
3 13　倍の計算を考えよう A（ 1）ア（ｱ）（ｲ）イ（ｱ）A（ 2）ア（ｱ）イ（ｱ） 192〜195
1 復習 A〜D 196〜198
7 14　分数と小数，整数の関係を調べよう A（ 4）ア（ｱ）（ｲ）イ（ｱ）（ｲ） 199〜210
10 15　比べ方を考えよう C（ 3）ア（ｱ）（ｲ）イ（ｱ）　内容の取扱い（ 4） 211〜225
1 どんな計算になるか考えよう A（ 1）ア（ｱ）（ｲ）イ（ｱ） 226
8 16　割合をグラフに表そう D（ 1）ア（ｱ）（ｲ）イ（ｱ）　内容の取扱い（ 5） 227〜240
7 17　柱の形を調べよう B（ 2）ア（ｱ）イ（ｱ） 241〜251
3 算数ジャンプ A〜D 252〜257
3 ５ 年の復習 A〜D 260〜264

3. 対照表
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編 　  修 　  趣 　  意 　  書
（発展的な学習内容の記述）

※受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

104 − 152 小学校 算　数 算　数 ５　年
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

116　日文 算数　522 小学算数５

ページ 記　　　　　述 類型 関連する学習指導要領の内容や内容の取扱いに示す事項 ページ数

249 なるほど算数 1 Ｂ（ 2）ア（ア）
（上記に関連して、角すいや円すいを紹介します。） 0.5

合計 0.5

（「類型」欄の分類について）
１…�学習指導要領上、隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても、当該学年等の学習内容と

直接的な系統性があるものを含む）とされている内容
２…学習指導要領上、どの学年等でも扱うこととされていない内容
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